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贋問　洪水の災害は近年とくに著しいものがあつて，そ

の封策がわれわれ土木技術者の間で重要な問題になつて

ら・ます．上流に貯水池を設けて洪水を調節しようという

試みもその一例ですが，このような計豊を立てる揚合，

果してこれがどの程慶に有効な働kをするものか調ぺて

みる必要があります．かえづそ悪い影響があると設く學

者もいるくらいですから．さて上流に降つた雨は一たん

貯水池rc流れこんでこれを満レダムを越して下流にみ

一ふれ出ますが，これを次の方程式であらわすことができ

1ます．

　　　　’A（h）」離一Q・（の一Q・（h）

　孟㈹は貯水池の水面噸積沸はダムの天端から水
衝までの高さ，Qi（t）は貯水池への流入流量，　Qo（h）は流

出流量で，上の方程式によりhが≠に封してどう壇して

ゆくかがわかればQoはtの函敷として知れしたがつて

上流に生じた洪糧qが下流にはどうV・う形の洪水量
Q。となつて傳わるか決めらt…Eす・A（h）・Q・（t）・・Q・（h）

縁敏値的に與えられる亀のですが實際にはその形がいろ

いろの揚合を考える必要があります・そうなると敷値的
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川の流れを立腫窟翼で潮定

　川の流れの表面の形をとらえるの

には，水位計を使う方法が行われて

いるが，これでは川岸の一っの鮎の

水位がわかるに過ぎない．これに爲

貫測量の方法を利用して，一局部の

表面全艦の形を立燈的にとらえる試

みが丸安隆和助教授によつて始めら

れている．まず，封象として洪水の

ときダムを多ふれる流れが取上げら

れ，頭26日相模ダムで測量用爲
虞機の準繭作業が行われ，次の洪水

．の機會に備えてv・る．〈1949。10。5）．

　電鐵用高蓮度遮断器の選揮度試瞼

　電鐵直流攣電所の間隔力｛20km前

後以上にもなると，その攣電所附近

で地絡事赦が起つた場合に，その攣

電所の遮断羅でこれを遽臨した後は

湘鰻電所との間の抵抗が高いため

に㌍くにしても，圖解的に解くにしても一つの解を出す

のに一日くらいはかかりますから，同じ方程式を何度も

くり遽して解くだけのことですが，大攣な手激がかかη

ます．このような問題が手取早く片附けることができれ

ば大攣都合がよV・のですが．（宮城縣大川昌吉）

　答　微分解析機（Dh’fferential　Analy2er）という，

ちようど御質問rc願つたDかなつたりのきわめて便利な

計算機械があります．これを使いますと，微分方程式の

解がわずか10分くらいの短時間に曲線とt2ってあらわ

れるという能率のよいものです．御質問の方程式では係

tw　A（h），　Q。（h），Qi（t）をlnputとして機械rc　v・れてや

れば，答のh～t曲線が方眼紙上に書かれてくる仕掛に

なつそいます．もちろん機械が與えられた方程式を正し

く解くように結合する手績匙が必要ですが，一度こうし

て組んでおけば何度でもくりかえレて使えますから，数

値計算や圖解法のように同じ手間をくりかえさずにすみ

大攣好都合です．準備としてはA（h），Qo㈲，Qゴ㊥の曲

i線を方眼紙に書v・たもの，それをfol　1　QWするoper浅or

がInputの敷に慮じて3人必要なだけです．

　なお，この機械は常微分方程式ならばnon4inearであ

つて竜，今の例のように係敷が實験的に與えられたもの

で電差支えがなく，廣範園の微分方程式を解くことがで

きます．各方面から御質問のような要求が寄せられてい

ますので，機械の詳細な解説を本誌に掲載する豫定でい

ます．（渡邊勝雁物・講鮒）

地絡電流が常時の負荷電流或はそれ

以下に竜なつて相手攣電所ではその

故障を楡幽して遮噺することができ

なく，故障電流が長く綾V・て障害を

起すこと癖し拭しばある・

　これについて當研究所輻田教授を

委員長とし，同醸高教授，第一工學

部鳳教授，國鐵當局及各製造會就闘

係者をメンバーとする委員會が設立

され・て，その封策の研究が進められ

成案が得られるに至つた．

　このたび，その案にもとつく装置

が各製造會甦により試作されたので

9月28，29日にわた9國鐵武藏境
・Wts所で，實際の電車線を用い，人

工地絡による實地試験が行われ多く

の成果が牧められた．
　　　　　　　　　　　t

　生産技術研究所の開所武　，

　と断内公開

　本所は去る6月1日から登足した

が，虞く官民各界に生研の開所を周

知し，あわせて親賀の意を表するた

め，11月12，13の雨日この催しを

行つた．第1日は闘所式，第2日は

所内公開をしお所，多敷來賓及一般

参槻者で賑つた．まkWtHを通じて

生研の躍動すう研究事項を展示して

生硯のよき理解を得ることに大v・に

役立った．’同時にまたこの催しは生

研が日本産業界の生研として卒直な

批判を得るよい機會と電なつた．こ

の見聞記は衣號でお傳えしたい．

　生産技術研究所協議會の襲足

　生産に關する技術上の實際問題を

解決しつつ，わが國の産業復興に寄

輿しようとするには，廣く官民の各

界から卒直な意見を求めなければな

らない．生研協議會はこのような意

圖の下に計甕されたのだが，いよい

よ10月1日から登足することにな

った．生研協議會内規によると，1生

産技術研究所の事業並びr・gesの方

針につV・て學外の學識繍賭から意

見を求めることを目的とするjとあ一

つて，既にこの線に沼つて敷＋名の

協議員候補者を定あて，柔れそれ就

任方を交渉中である．協議禽は自由

な立揚から・生研に封し，希望やう忠

告継・ミる機關なので協議員は全部

學外の方々のみで構成し，會長もそ

の中から互選で決めることになつて
いるの　　　　　　　　．　　・　＿：，


